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チームマフモフ

④組織全体で取り組んだ活動

藤田由紀江

取り組種別 問題解決型

形川久美子(看護師)

伴幸恵 総務

小木絢介 社会福祉士

菅沼宏之 院長

看護師

理学療法士遠藤謙太

木戸紗希子 作業療法士

2023年9月25日〜2023年10月30日

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）マフを作成する患者さん、使用する患者さんの
　認知症高齢者の健康関連QOL評価表（QOLｰD）、高齢者向け生きがい感スケール（K-１式）が
（目標値）10月末までに評価項目1点以上改善した患者さんが20%いる　
＊活動期間が1か月未満のため１点以上を改善とし、改善することで幸せホルモンが出ている状態とした

①認知症マフを理解するための全職員勉強会
②職員へマフ作成勉強会
③作業療法で患者さんとマフ作成
④病棟の余暇活動としてマフ作成
⑤マフを認知症患者へ実践

（実施前）（実施後）1点以上改善した患者
【マフ作成患者】22名　すべての評価項目が1点以上改善した患者は20%〜83%であった
【マフ使用患者】11名　陽性感情91%　陰性感情64%　ルート外し7名中5名改善
マフを作成した患者さん、スタッフ、マフを使用した患者さん、マフを活用するスタッフは笑顔で楽しさが
あふれマフの効果は無限大であった。マフケアに関わるすべての人の幸せホルモンが増えた.

今後は認知症ケア委員会で、
標準化としてマフ使用患者の選定基準と使用マニュアル作成
教育としてマフケアについて 全スタッフがマフを理解するためのマニュアル勉強会の実施
管理としてマフ使用患者の マフの効果をラウンドし評価する、またマフ作成を
病棟の余暇活動として患者さんへ活用する

藤田
ふじた

　由紀江
ゆきえ

(看護師)花川病院

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間

施設名

演題名 マフでつながる幸せの輪〜マフの効果は無限大〜

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

認知症高齢者の増加に伴い
・不安や孤独の感情を持つ患者さんが増加
・日常生活やリハビリに対する意欲が持てない患者さんが増加
・前医でミトンによる身体抑制を受けていた患者さんは当院入院後も落ち着かず対応に苦慮
認知症の患者さんにマフを作成し活用することでケアの質を高める

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 4


